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＜略歴＞ 
西暦 1996 年 名古屋大学卒 
 
卒業後のキャリアパス 
卒業直後に、名古屋大学大学院医学研究科に進学→2000 年に学位取得→卒業後に日本学術

振興会特別研究員を経て、Rutgers University に約３年間留学、2005 年に帰国。名古屋大

学医学部非常勤講師として、半年間、就職活動をした後に、同年１２月より、名古屋大学

大学院生命農学研究科の助手に採用された。2008 年より、現在の名古屋大学大学院医学系

研究科に異動して、現在に至る。 
 
＜専門・研究対象＞ 
生化学・糖鎖生物学 
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